
中小企業のDXは、限られた資金・人材でDXをどこからどのように進めていいか
わからない、という声があります。

本イベントでは、中小企業の皆様に「これならできる」とDXを身近に感じて
いただけるよう「製造現場」と「バックオフィス」の実際の成功事例をご紹介します。

また、大阪府、池田泉州銀行それぞれの中小企業のDX推進の取組みに
ついてもご紹介します。

府内中小企業の皆様のご参加をお待ちしております。

場 所

主催大阪府 共催池田泉州銀行、大阪府DX推進パートナーズ

12/14
13:00~15:00

GUTSU GUTSU
(なんばスカイオ 1階)
※「GUTSU GUTSU」は、池田泉州銀行が12月にオープンする、
情報発信・交流・学習等から新しい価値が生まれることをめざす拠点です。

水

日 時

株式会社日立システムズ

デジタライゼーション推進統括本部
担当部長
宗 晃生 氏

DXの進め方、「手作業」の
効率化から始めませんか

freee株式会社

アライアンス事業本部
金融アライアンス事業部

斉藤 祐介 氏

バックオフィスのDX化と
事例

×

中央コンピューター株式会社
ソリューションビジネス本部
ＤＸ推進部 部長
根来 隆氏

生産現場の
情報化によるカイゼン

中小企業のための

「小さく始める」DXセミナー
【製造現場とバックオフィスの成功事例から】

製造現場DX バックオフィスDX

《イベント終了後は、登壇企業や大阪府、池田泉州銀行との個別相談も可能》

（開場 12:30～）



定員

※QRコードは㈱デンソーウェーブの
登録商標です。

府内中小企業がDXを推進するにあたって抱えている課題に寄り添い、データやデジタル技術を活用した
解決策の提案を行うことができる企業（令和4年10月時点で85社が大阪府と連携協定を締結）。
令和2年3月より、府内中小企業と大阪府DX推進パートナーズをつなぐプラットフォームを運営中。

大阪府DX推進パートナーズとは

30名
※新型コロナウイルス感染症の感染状況によっては、会場での開催が中⽌となる場合がありますので、予めご了承ください。
※本チラシに記載されている会社名および商品・サービス名は、各社の商標または登録商標です。
※都合により、講演内容が変更となる場合がありますのでご了承ください。
※大阪府が特定の企業・サービス・商品を認定・認証・推奨しているものではありませんので、あらかじめご理解の上お申込みください。
※本イベントの参加申込にかかる個人情報は、主催者及び共催者間で共有するとともに、受付・連絡・アンケート等のイベント運営や
大阪府又は公益財団法人大阪産業局が実施する DX支援策等に関するご案内に利用します。

右のQRコード
またはホームページから
お申込みください

13:00 第１部 大阪府・池田泉州銀行 取組み紹介

プログラム （開場 12:30～）

13:30 第２部 製造現場DX成功事例

大阪府の「中小企業に寄り添う」DX推進について

大阪府 商工労働部成長産業振興室産業創造課

池田泉州銀行が取り組むICTコンサルティングサービスについて

池田泉州銀行 地域共創イノベーション部

講師

講師

生産現場の情報化によるカイゼン

中央コンピューター株式会社 ソリューションビジネス本部 ＤＸ推進部 部長 根来 隆氏

生産現場のヒト、モノの動きを情報化することで新たな気付き、改善点が得られるという
事例をご紹介します。

講師

DXの進め方、「手作業」の効率化から始めませんか

株式会社日立システムズ デジタライゼーション推進統括本部 担当部長 宗 晃生 氏

製造現場では様々な「手作業」が存在します。製造作業そのものだけではなく、
記録や集計作業など、手作業の効率化に取り組んだ成功事例をご紹介します。

講師

14:10 第３部 バックオフィスDX成功事例

バックオフィスのDX化と事例

freee株式会社 アライアンス事業本部 金融アライアンス事業部 斉藤 祐介 氏

従来通りの業務プロセスと、DX化を実現し効率化された業務プロセスの負荷面での差異に
ついて、インボイス制度や電子帳簿保存法の概要案内を交えお伝え致します。

講師

会場参加 オンライン

定員なし
（先着順）

申込方法 12/12(月)正午まで

大阪府商工労働部
成長産業振興室産業創造課

電話番号

メール
アドレス

sangyosozo@gbox.pref.osaka.lg.jp

06-6210-9483

問合せ先


